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▽
日
程
　
６
月

日
（
木
）
正

午▽
場
所
　
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル

第

回
議
員
例
会

　
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
（
会
長
・
川
田
章
博
帯
広
会
頭
）
で
は
、
５
月
に
釧

路
市
で
開
催
し
た
第
１
０
１
回
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望
事

項
に
つ
い
て
、
８
日
（
木
）
に
札
幌
市
内
各
所
で
要
望
活
動
を
実
施
し
、
地
域
の
懸
案
事
項

が
早
期
に
解
決
・
実
現
さ
れ
る
よ
う
一
層
の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。
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要請書を受け取る栗林会頭（右から２番目）

地域の実情を訴え要望する９つの商工会議所

開会にあたりあいさつ

する栗林会長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
所
で
は
、
健
康
管
理
の
一

環
と
し
て
『
生
活
習
慣
病
・
大

腸
が
ん
健
診
』
を
釧
路
市
医
師

会
健
診
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
健
診
日
は
７
月
３
日
（
月
）

か
ら
８
月

日
（
木
）
ま
で
の

月
・
水
・
木
曜
（
祝
日
除
く
）

で
、
料
金
は
会
員
１
３
６
０
０

円
（
家
族
・
従
業
員
含
む
）
、

非
会
員
１
６
７
０
０
円
。
追
加

料
金
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
健
診

や
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
受
診

で
き
ま
す
。
申
込
期
日
は
希
望

日
の
２
週
間
前
ま
で
。

　
詳
し
く
は
当
所
総
務
課
０
１

５
４
（

）
４
１
４
１
へ
。

生
活
習
慣
病
健
診

お
申
し
込
み
受
付
中

　
釧
路
食
料
基
地
構
想
協
議
会

（
栗
林
定
正
会
長
）
の
令
和
５

年
度
通
常
総
会
が
６
日
（
火
）

午
後
２
時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
役
員

・
会
員
な
ど

人
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
栗
林
会
長
が
「
釧
路

地
域
を
ひ
が
し
北
海
道
の
食
料

供
給
基
地
と
し
て
確
立
す
る
た

め
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
の
ち
、

来
賓
の
秋
里
喜
久
治
釧
路
市
副

市
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
４
年
度
の

事
業
・
収
支
決
算
報
告
や
令
和

５
年
度
の
事
業
計
画
案
・
収
支

予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
今
年
度
は
道

内
・
東
京
で
の
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ

ー
の
ほ
か
、
９
月
に
苫
小
牧
市

で
港
湾
施
設
や
大
型
冷
蔵
冷
凍

倉
庫
の
視
察
研
修
会
な
ど
を
実

施
す
る
予
定
。

　
同
協
議
会
は
、
道
東
に
あ
る

９
つ
の
商
工
会
議
所
（
帯
広
、

北
見
、
釧
路
、
網
走
、
根
室
、

紋
別
、
遠
軽
、
美
幌
、
留
辺
蘂
）

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
共
通
す

る
地
域
課
題
の
早
期
解
決
を
実

現
す
る
た
め
、
広
域
的
視
点
に

立
ち
、
連
携
し
て
要
望
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

　
８
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
要

望
活
動
に
は
、
川
田
会
長
を
先

頭
に
、
同
協
議
会
に
所
属
し
て

い
る
会
議
所
の
会
頭
、
専
務
理

事
ら

人
が
参
加
し
、
第
１
０

１
回
連
絡
協
議
会
で
決
議
さ
れ

た
要
望
項
目
（
中
小
企
業
振
興

案
件
４
件
、
運
輸
観
光
案
件

件
、
地
域
振
興
案
件

件
、
特

別
提
案
案
件
９
件
）
計

件
の

早
期
実
現
を
求
め
て
、
札
幌
の

関
係
各
所
を
訪
れ
た
。

　
は
じ
め
に
北
海
道
旅
客
鉃
道

㈱
、
日
本
貨
物
鉃
道
㈱
北
海
道

支
社
を
訪
問
し
、
北
海
道
の
１

次
産
業
を
支
え
る
鉄
道
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
と

訴
え
、
路
線
の
維
持
存
続
及
び

安
全
性
確
保
と
利
便
性
向
上
に

つ
い
て
要
望
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
訪
れ
た
経
済
産
業
省

北
海
道
経
済
産
業
局
で
は
、
人

口
減
少
や
労
働
力
不
足
、
物
価

高
騰
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え

経
営
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
中

小
企
業
の
現
状
を
訴
え
、
中
小

・
小
規
模
事
業
者
対
策
の
推
進

と
し
て
実
態
に
即
し
た
制
度
の

構
築
、
物
価
高
騰
へ
の
さ
ら
な

る
支
援
を
求
め
た
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
北
海
道

開
発
局
で
は
、
北
海
道
横
断
自

動
車
道
の
整
備
促
進
や
道
東
道

の
全
線
４
車
線
化
に
つ
い
て
求

め
た
ほ
か
、
社
会
情
勢
に
合
わ

せ
た
高
規
格
道
路
や
一
般
道
路

の
整
備
促
進
、
地
震
や
自
然
災

害
に
対
す
る
減
災
・
防
災
対
策

の
充
実
の
要
望
を
行
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
北
海
道
庁
や
北

海
道
電
力
㈱
、
国
土
交
通
省
北

海
道
運
輸
局
、
陸
上
自
衛
隊
北

部
方
面
総
監
部
を
訪
れ
、
９
つ

の
商
工
会
議
所
会
頭
連
名
に
よ

る
要
望
書
を
手
渡
し
た
う
え

で
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
や
実

情
を
説
明
し
、
懸
案
事
項
解
決

の
必
要
性
を
訴
え
、
さ
ら
な
る

支
援
と
協
力
を
求
め
た
。

記念撮影をする女性会メンバーら
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「
特
定
商
工
業
者
法
定
台
帳
」

の
作
成
に
あ
た
り
、
登
録
内
容

の
確
認
と
負
担
金
納
入
の
ご
案

内
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
定
商
工
業
者
は
、
商
工
会

議
所
法
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に

該
当
す
る
商
工
業
者
で
、
商
工

会
議
所
で
は
会
員
・
非
会
員

問
わ
ず
該
当
事
業
所
の
法
定
台

帳
を
作
成
、
管
理
運
用
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
登
録
内
容
の
訂
正
は
、
お
送

り
し
た
台
帳
の
空
白
部
分
に
記

入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
５
４
（

）

４
０
０
０
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ

い
。
な
お
、
負
担
金
の
納
入
期

日
は

日
（
金
）
ま
で
で
す
。

　
詳
し
く
は
当
所
総
務
課
０
１

５
４
（

）
４
１
４
１
ま
た
は

当
所
Ｈ
Ｐ

（
上
記
Ｑ

Ｒ
）
を
ご

覧
く
だ
さ

い
。

特
定
商
工
業
者
の
皆
さ
ま
へ

　
当
所
で
は
、
５
日
（
月
）
に

釧
路
市
、
釧
路
総
合
振
興
局
、

釧
路
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
か

ら
来
春
卒
業
予
定
の
新
規
学
卒

者
の
求
人
に
つ
い
て
要
請
を
受

け
た
。

　
本
要
請
は
、
少
子
高
齢
化
が

進
行
し
労
働
力
人
口
が
減
少
す

る
中
、
地
域
経
済
の
発
展
を
図

る
た
め
未
来
を
担
う
若
者
が
活

躍
で
き
る
場
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
当
日
は
蝦
名
大
也
釧
路

市
長
か
ら
栗
林
定
正
当
所
会
頭

に
要
望
書
が
手
交
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
釧
路
公
共
職
業
安
定

所
の
鎌
田
英
一
所
長
よ
り
学
生

の
採
用
に
関
す
る
情
報
提
供
が

行
わ
れ
「
新
規
学
卒
者
の
募
集

に
つ
い
て
は
、
６
月
中
に
求
人

票
を
提
出
す
る
企
業
が
全
国
平

均
で
は

％
に
対
し
て
、
釧
路

管
内
は

％
に
留
ま
っ
て
い

る
。
早
い
時
期
に
学
生
の
選
択

肢
を
増
や
す
た
め
に
求
人
申
込

の
早
期
提
出
を
お
願
い
し
た

い
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
栗
林
会
頭
は
「
人
材
不
足
は

ど
の
企
業
で
も
課
題
で
、
学
生

に
選
ん
で
も
ら
え
る
企
業
に
な

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
自
社
の
取
り
組
み
な
ど

を
説
明
し
「
地
域
と
し
て
学
生

の
雇
用
確
保
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
釧
路
商
工
会
議
所
女
性
会

（
吉
田
敦
子
会
長
）
で
は
、
７

日
（
水
）
に
来
釧
し
た
鳥
取
商

工
会
議
所
女
性
会
（
中
井
英
子

会
長
）
と
の
交
流
会
を
道
東
経

済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し
、

意
見
を
交
換
す
る
な
ど
親
睦
を

深
め
た
。

　
今
回
の
訪
問
は
、
鳥
取
商
工

会
議
所
女
性
会
が
昨
年
創
立

周
年
を
迎
え
た
記
念
事
業
と
し

て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
姉
妹

都
市
と
な
っ
て
い
る
縁
の
深
い

釧
路
市
を
訪
れ
、
明
治
時
代
に

鳥
取
の
士
族
た
ち
が
海
を
渡
り

開
拓
し
た
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

想
い
を
１
つ
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
。

　
交
流
会
に
は
、
当
所
女
性
会

か
ら
吉
田
会
長
を
は
じ
め

人

の
メ
ン
バ
ー
と
羽
刕
洋
当
所
副

会
頭
が
出
席
し
、
鳥
取
か
ら
は

中
井
会
長
ら

人
の
会
員
の
ほ

か
児
嶋
祥
悟
会
頭
、
田
口
晃
也

副
会
頭
が
参
加
。

　
中
井
会
長
は
「
交
流
会
が
実

現
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。
今
日
の
交
流
会
を
契
機
に

両
女
性
会
の
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

と
述
べ
、
吉
田
会
長
は
「
こ
の

交
流
会
で
新
た
な
発
見
や
気
づ

き
を
得
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
両
女
性
会
が

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
か
ら
発
表

し
た
ほ
か
、
会
員
拡
大
に
向
け

た
活
動
や
女
性
会
の
認
知
度
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。


